
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！

2023-5-1
№1088

（毎月１回１日発行）1969年12月20日第₃種郵便物認可

500円

傘
下
の
大
単
産
の
多
く
が
賃
上
げ

要
求
を
経
済
指
標
に
従
属
さ
せ
る

思
想
に
か
ら
め
と
ら
れ
た
ま
ま

「
労
使
対
話
」
を
深
め
て
い
る
の

と
は
対
照
的
に
、
全
医
労
（
全
日

本
国
立
医
療
労
働
組
合
）、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
（
日
本
金
属
製
造
情
報
通

信
労
働
組
合
）、
郵
政
産
業
労
働

者
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
ス
ト
ラ
イ
キ
を

立
て
て
春
闘
を
闘
っ
た
労
働
組
合

が
存
在
し
た
こ
と
、
全
労
連
、
全

労
協
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
て
る
労

働
組
合
づ
く
り
に
焦
点
を
当
て
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
す

る
。
大
衆
運
動
と
し
て
の
闘
う
労

働
組
合
運
動
の
再
生
の
可
能
性

を
、
そ
こ
に
見
出
す
か
ら
だ
。

わ
れ
わ
れ
の
課
題

労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
の
結
果

と
し
て
、
労
働
組
合
を
中
心
と
し

た
大
衆
運
動
の
方
針
と
行
動
の
統

一
が
失
わ
れ
て
久
し
い
。
メ
ー
デ

ー
集
会
は
日
に
ち
す
ら
違
え
て
開

催
さ
れ
て
い
る
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
労
働
三
権
、

と
り
わ
け
ス
ト
権
を
行
使
す
る
こ

と
な
し
に
、
労
働
者
の
要
求
実
現

は
不
可
能
だ
。
職
場
の
仲
間
と
語

り
合
い
、
団
結
を
つ
く
り
出
し
、

賃
金
要
求
や
生
活
改
善
要
求
を
職

場
生
産
点
を
基
礎
に
練
り
上
げ
組

織
し
て
い
く
、
要
求
実
現
の
た
め

に
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
え
る
体
制
を

つ
く
っ
て
い
く
、
そ
し
て
反
戦
平

和
闘
争
や
憲
法
改
悪
を
阻
止
す
る

運
動
を
、
わ
れ
わ
れ
の
主
戦
場
で

あ
る
職
場
生
産
点
を
基
礎
と
し

て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
ゼ
ネ

ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
で
「
ノ
ー
！
」

を
突
き
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
組

織
と
運
動
を
構
築
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
い

ま
は
そ
の
実
現
へ
の
道
筋
は
な
お

不
透
明
だ
が
、
戦
闘
的
、
階
級
的

な
労
働
運
動
の
指
導
部
の
再
建
こ

そ
が
焦
眉
の
課
題
だ
。
こ
の
課
題

を
手
放
さ
な
い
、
志
あ
る
労
働

者
、
活
動
家
、
労
働
組
合
の
交
流

と
結
集
を
強
め
て
い
こ
う
。

国
際
メ
ー
デ
ー
一
三
七
周
年
万

歳
！

�

【
吉
良
寛
・
自
治
体
労
働
者
】

も
う
ひ
と
つ
、
冷
静
に
見
て
お
く

べ
き
は
、
こ
の
賃
上
げ
の
背
後

で
、
賃
金
体
系
の
改
悪
が
着
々
と

進
行
し
て
い
る
こ
と
だ
。
多
く
の

企
業
は
人
材
獲
得
競
争
の
も
と
、

賃
上
げ
原
資
を
初
任
給
や
若
年
層

の
賃
金
に
厚
く
、
中
堅
・
高
齢
層

に
は
薄
く
配
分
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
賃
金
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト

化
＝
年
功
賃
金
体
系
の
破
壊
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」
へ
の

移
行
や
「
円
滑
な
労
働
移
動
」
実

現
の
土
台
作
り
に
ほ
か
な
ら
な

い
。世

界
の
労
働
者
は
闘
う

本
紙
が
報
道
し
て
き
た
よ
う
に
、

世
界
の
労
働
組
合
、
労
働
者
は
闘

い
の
手
を
緩
め
て
い
な
い
。
韓
国

貨
物
連
帯
労
組
は
昨
年
十
二
月
、

安
全
運
賃
制
の
期
限
撤
廃
を
求
め

て
全
国
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
看
護
師
の
労

働
組
合
で
あ
る
王
立
看
護
協
会

が
、
人
員
不
足
の
解
消
と
賃
上
げ

を
要
求
し
て
創
立
以
来
初
め
て
三

〇
万
人
規
模
の
全
国
ス
ト
に
起
ち

あ
が
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
看
護
師
連
盟
も
同
じ
く

人
員
不
足
解
消
を
求
め
て
ス
ト
ラ

イ
キ
を
実
施
し
、
勝
利
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
で
は
マ
ク
ロ
ン
政
権
に
よ

る
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
引
き
上

げ
に
反
対
す
る
三
五
〇
万
人
規
模

の
抗
議
行
動
が
反
復
し
て
行
な
わ

れ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
一
〇
・
五
％

の
賃
上
げ
を
求
め
て
統
一
サ
ー
ビ

ス
産
業
労
働
組
合
（
ベ
ル
デ
ィ
）

と
鉄
道
・
運
輸
労
働
組
合
（
Ｅ
Ｖ

Ｇ
）
が
連
携
し
三
〇
万
人
規
模
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
起
ち
あ
が
っ
た
。

日
本
で
の
争
議
行
為
は
年
間
で
も

数
十
件
と
い
う
体
た
ら
く
で
あ

り
、
彼
我
の
差
は
大
き
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
連
合

七
月
の
経
団
連
セ
ミ
ナ
ー
で
三
％

以
上
の
賃
上
げ
を
要
請
し
て
み

せ
、
今
年
一
月
の
経
団
連
「
経
営

労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告
」
は

「
賃
金
と
物
価
が
適
切
に
上
昇
す

る
好
循
環
」
を
目
指
し
て
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
前
向
き
に
検
討
す
る
よ

う
会
員
企
業
に
要
請
し
た
。
政

府
・
独
占
は
「
ベ
ア
容
認
」
の
旗

を
振
っ
て
、
異
常
な
物
価
高
騰
の

も
と
で
家
計
を
切
り
詰
め
て
い
る

労
働
者
人
民
の
不
満
を
逸
ら
す
こ

と
と
、
賃
上
げ
に
よ
る
需
要
喚
起

に
よ
っ
て
低
迷
す
る
日
本
経
済
の

浮
揚
を
図
る
こ
と
、
こ
の
一
石
二

鳥
を
狙
っ
た
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
今
春
闘
の
賃
上
げ

率
に
溜
飲
を
下
げ
て
い
て
よ
い
の

か
。
否
！
　
直
近
（
二
月
）
の
統

計
で
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
引

き
続
き
賃
金
を
上
回
っ
て
お
り
、

実
質
賃
金
は
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ

ス
二
・
六
％
、
一
一
か
月
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
だ
。
今
春
闘
の
結
果
は

労
働
者
人
民
の
生
活
改
善
に
は
ほ

ど
遠
い
。
と
り
わ
け
、
最
低
賃
金

す
れ
す
れ
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
非

正
規
労
働
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

な
ど
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
・
ト
リ
プ
ル

ワ
ー
ク
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

労
働
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
の
請

負
労
働
者
、
年
金
生
活
者
、
移
住

労
働
者
な
ど
な
ど
、
賃
上
げ
の
恩

恵
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
社
会
的
弱
者
の
困
窮

は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

り
し
た
。

春
闘
の
情
勢

衣
料
大
手
の
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ

リ
ン
グ
は
初
任
給
を
三
〇
万
円
に

引
き
上
げ
る
な
ど
最
大
四
〇
％
の

賃
上
げ
を
一
月
に
公
表
、
流
通
大

手
の
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
も
三
月
一

日
ま
で
に
平
均
五
％
（
パ
ー
ト
労

働
者
は
平
均
七
％
）
賃
上
げ
で
妥

結
し
た
。
三
月
十
五
日
の
集
中
回

答
日
に
は
自
動
車
、
電
機
等
の
大

手
企
業
の
満
額
回
答
が
相
次
い

だ
。
い
っ
ぽ
う
で
、
私
鉄
な
ど
地

場
の
中
堅
企
業
の
回
答
は
要
求
の

半
額
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
四
月

十
三
日
に
公
表
さ
れ
た
連
合
の
第

四
次
回
答
集
計
で
は
、
定
昇
込
み

加
重
平
均
で
一
万
一
〇
二
二
円
、

三
・
六
九
％
（
昨
年
比
一
・
五
八

ポ
イ
ン
ト
増
）、
う
ち
三
〇
〇
人

未
満
の
中
小
組
合
は
八
四
五
六

円
、
三
・
三
九
％
（
同
一
・
三
三

ポ
イ
ン
ト
増
）。
非
正
規
労
働
者

の
時
給
は
加
重
平
均
で
五
六
・
六

五
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

今
春
闘
の
賃
上
げ
率
は
一
九
九
〇

年
代
半
ば
以
降
で
も
っ
と
も
高
い

水
準
で
あ
り
、
企
業
間
格
差
は
あ

る
も
の
の
、
大
手
だ
け
で
な
く
中

堅
、
中
小
企
業
に
も
あ
る
程
度
波

及
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

今
春
闘
の
結
果
を
ど
う
見
る
か
。

今
春
闘
の
賃
上
げ
ム
ー
ド
を
演
出

し
た
の
は
政
府
・
独
占
の
側
で
あ

っ
た
。
岸
田
首
相
は
早
く
も
昨
年

支
配
階
級
が
こ
の
国
を
、
軍
事
大

国
化
の
道
へ
、
す
な
わ
ち
米
帝
国

主
義
と
と
も
に
・
か
つ
・
米
帝
国

主
義
の
手
足
と
し
て
「
戦
争
す
る

国
」
た
ら
ん
と
遮
二
無
二
突
き
進

み
つ
つ
あ
る
ま
さ
に
こ
の
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
国
際
メ
ー
デ
ー
一
三

七
周
年
を
迎
え
て
い
る
。

岸
田
自
民
党
・
公
明
党
連
立
政
権

は
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
奇
貨
と
し
て
、「
台
湾
有
事
」な

る
虚
構
を
で
っ
ち
上
げ
て
防
衛
政

策
（
軍
事
政
策
）を
大
転
換
し
た
。

敵
基
地
先
制
攻
撃
を
可
能
と
し
、

防
衛
予
算
の
上
限
も
現
在
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
一
％
か
ら
二
％
へ
と
倍
増
し

た
。宮
古
島
な
ど
南
西
諸
島
へ
の

自
衛
隊
配
備
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
、五
月
十
九

日
か
ら
は
、西
側
帝
国
主
義
の
軍

事
同
盟
の
強
化
＝
戦
争
政
策
の
共

同
推
進
を
主
要
目
的
と
す
る
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
五

月
一
日
を
万
国
の
労
働
者
の
国
際

的
示
威
日
と
定
め
た
一
八
九
〇
年

の
第
一
回
国
際
メ
ー
デ
ー
は
、

「
戦
争
に
対
す
る
闘
争
を
！
」「
常

備
軍
を
廃
止
せ
よ
！
」「
八
時
間

労
働
制
を
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
た
。

日
本
の
労
働
者
人
民
に
と
っ
て
、

今
ほ
ど
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
き
は
な
い
。

二
〇
二
三
春
闘
の
賃
上
げ
動
向
は

昨
年
ま
で
と
は
大
き
く
さ
ま
変
わ

国
際
メ
ー
デ
ー
一
三
七
周
年
に
あ
た
っ
て

戦
争
国
家
化
反
対
の
闘
い
に
起
と
う

ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
思
想
と
体
制
の
確
立
を
！

イエメンに平和が近づいている

HOWS報告：労組の朝日友好運動� ２面２面

徴用工問題で労組が戦犯企業を糾弾� ３面３面
宮古島を最前線基地にした大軍拡� ４面４面

横浜ノースドックに揚陸艦部隊が常駐� ５面５面
危険極まりない原発運転期限撤廃� ５面５面

写真構成：闘う世界の労働者・人民�６～７面６～７面

愛媛県で参政党が反中国の虚偽宣伝� 10面10面

2015年に米国の武器提供を受けるサウジアラビア主導の軍事連合が、フーシ派によって政権から追放されたハーディーを支援し、イエメン爆撃を開始したことで拡大、何十万人もの犠牲を出し
てきたイエメンの残忍な戦争が終息に向かいつつある。イランのフーシ派支援で実質「代理戦争」の様相を呈していたが、今年３月の中国の仲介によるサウジとイランの関係正常化でイエメン情
勢にも変化が生じた。写真は、４月中旬に実現した捕虜交換でサウジからイエメンに帰還し、家族や友人と再会する元被拘禁者（『ピープルズ・ディスパッチ』４月17日付、撮影＝国際赤十字社）

二
〇
二
三
年
度
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
前
期
開
講
講
座

５
月
９
日
㈫
18
時
45
分
～
（
18
時
半
開
場
）

講
師
＝
高
良
鉄
美（
参
議
院
議
員
・
会
派「
沖
縄
の
風
」）

憲
法
と
沖
縄
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

―
―
い
ま
こ
そ「
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ

と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
」行
動
す
る
と
き


